
令和４年度大府市交通安全対策会議 議事録 
 

日 時：令和４年５月２４日（火）  
１０時２５分～１１時１５分 

場 所：大府市役所 全員協議会室 
 

【 出席者 】（ ）内は代理者 

会 長：岡村秀人：大府市長 

委 員：長谷川温：国土交通省中部地方整備局名古屋国道事務所名古屋国道維

持第三出張所長、神谷孝明（市田）：愛知県知多建設事務所長、林下京

子：愛知県道路コンセッション株式会社、久保田英男：東海警察署交

通課長、竹内勝哉：東海大府交通安全協会大府分会長、久野晃：大府

市老人クラブ連合会長、深谷さと子：大府市身体障がい者福祉協会代

表、野村めぐみ：大府市小中学校ＰＴＡ連絡協議会代表、淺沼順子：

大府市地域婦人団体連絡協議会代表、石黒公子：一般市民代表 

幹 事：田中雅史：文化交流課長、小島紳也：高齢障がい支援課長、山本貴之：

幼児教育保育課長、間瀬恵：子ども未来課長、山縣豊：道路整備課長、

深谷一紀：水緑公園課長、大山容加：学校教育課長、浅田和貴：消防

総務課長 

事務局：信田光隆：市民協働部長、近藤真一：危機管理課長、近藤宏幸：危機

管理課生活安全係長、吉村隆汰：危機管理課生活安全係主任、津坂拓

男：危機管理課生活安全係地域安全専門員 

欠席者：なし 

 

議事 

 司会 近藤危機管理課長 

 議長 岡村大府市長（会長） 

 

１ 会長あいさつ 

【 会長 】 

 令和４年度から新たな委員を選任しますので、２年間よろしくお願いします。 

 本対策会議は、本市に関わる交通安全対策として、道路環境整備や交通安全

思想の普及など様々な施策について、御審議をいただく会議です。 

本市の交通事故状況については、高齢者が関係する事故が多く発生している

ことや、自転車を乗る人への交通ルールの周知及び徹底が大きな課題となって



います。高齢者や子どもへの事故対策として、高齢者と小学生から高校生まで

の児童生徒を対象とした自転車乗車用ヘルメットの購入費の一部を補助する制

度とともに、自転車が関わる事故により、多額な賠償責任を負う事例が発生し

ていることから、損害賠償責任保険等への加入も義務化しています。 

また、本市では、交通事故死ゼロが３年以上続き、２年連続で愛知県警察本

部長感謝状をいただいており、今後とも交通事故死ゼロという状況を可能な限

り続けていきたいと思っており、皆さま方のそれぞれの立場において御協力を

お願いします。 

本日の会議では、昨年度の本対策会議において策定した第１１次大府市交通

安全計画に基づき、今年度の交通安全実施計画を作成しており、実施計画の内

容について、御審議をいただきたいと思っています。委員の皆さまのそれぞれ

の立場においては、忌憚のない御意見をいただき、有意義な会議としたいです。 

 

２ 協議事項 

令和４年度大府市交通安全実施計画（案）について 

事務局及び関係幹事による資料説明 

 

【 委員 】 

高齢者が関わる死亡事故が問題視されている中で、高齢者の交通安全対策に

ついて、予算にあげて具体的に取り組む内容が少なく感じている。補助制度等

はあるが、安全運転支援装置の取付や高額の製品ではなく、安価な対策で良い

ため、高齢者でもわかりやすく簡単なものとしていただきたい。 

先日、夕方に無灯火の車がおり、近くに来るまで車に気が付かなかったこと

があった。車が高齢者に気が付く対策として反射材を身に付けるということも

あるが、高齢者が車に気が付く対策として、ライトの自動点灯装置等に補助す

る制度があっても良いと思った。 

高齢者は免許返納して欲しいと言われており、免許を返納したら移動手段が

なくなってしまうが、バスはまだまだ便利とは言えない状況のため、タクシー

等を使わざるを得ない状況にある。老人クラブでイベントがある際にタクシー

を利用するようにしているが、他の利用者が多い時には必要数が確保できない

こともある。市老連としてもそれぞれの地域の会員に対して、タクシー利用料

の一部を経費として認めることとした。このように免許返納を促すだけではな

く、具体的な施策を考えていただきたいと思う。 

 

【 事務局 】 

交通安全対策は、高齢者も含めた交通弱者と呼ばれる要配慮者に対して全般



的に対応しなければならないと考えている。 

本日いただいた意見を幹事一同で共有し、検討していきたい。 

 

【 委員 】 

 文化交流課の取組について、外国人向けと記載されていたが、恐らく英語圏、

中国語圏、ポルトガル語圏等を対象にしていると思うが、ウクライナから避難

されてきた方が交通事故に遭われてはいけないため、ウクライナ人への配慮も

していただきたい。 

 

【 幹事 】 

 本市の現状は、ベトナム人やインドネシア人が特に多い状況となっている。

ウクライナ人への対応については、日本語教室に来ていただいており、既にそ

のような機会を利用して交通安全についてお伝えしているが、改めて交通安全

の大切さについて伝えていきたい。 

 

【 委員 】 

 愛知県道路コンセッションでは、知多半島道路を管理しているが、外国人の

方が、50cc のバイクで高速道路に入ってきてしまうことが問題となっている。

50cc のバイクは通行ができないため、そのような案内もしていただきたい。 

 

【 幹事 】 

 そのような事案があることは知らなかった。そのような周知も今後行ってい

きたいと思う。注意喚起の案内文などがあれば翻訳することができるので、注

意喚起の案内文等を御提供いただけるとありがたい。 

 

【 委員 】 

 ベトナム人やインドネシア人が誤って高速道路に入ってしまうケースがある。 

注意喚起のチラシがあるため、提供する。御協力をお願いする。 

 

 

３ 報告事項 

１ 大府市の交通事故状況について 

【 委員 】 

 まず、愛知県の交通事故情勢について、昨年１１７名が交通事故によって亡

くなり、前年対比３７名の減少で、３年連続ワースト１を返上したが、１１７

名の尊い命が失われたということを忘れないでいただきたい。 



 昨日時点の愛知県内での交通事故死者数は５５名で、前年対比１８名の増加

で、ワースト１位となっており、２位大阪とは５名差である。先ほど会長から

もお話があったとおり、６５歳以上の高齢者が２９名で、構成率５２．７％と

なっており、亡くなった方の半数以上が高齢者となっている。また、２９名の

うち、１７名が歩行者、自転車利用者が５名となっている。 

 大府市の交通事故状況について、第１１次大府市交通安全計画の２ページに

交通事故発生状況の推移が記載されているが、交通事故死者数は３年連続０人

となっている。人身事故件数も減少しており、負傷者数も減少している中で、

６５歳以上の高齢者が怪我をする事故は、右肩上がりで毎年上昇している現状

にある。 

 このような状況を見ていくと、高齢者を保護するためにどのような対策をし

ていくのか、重要な課題となっていると感じる。 

 「交通は３つの良い」というが、「交通環境」、「交通教育」、「交通取締り」の

３つをバランスよく行っていくことで、良い効果が出てくる。 

 東海警察署としても、高齢者に免許返納だけを推奨するわけではないが、様々

なところで自らが高齢になってきていることを自覚していただきたい。視力は

体力と同じように徐々に衰えていくため、なかなか衰えていくことを実感しづ

らいとは思う。５月１３日から道路交通法が一部改正され、高齢者にとって厳

しくなったと思うが、自らが加害者や被害者とならないため、御理解いただき

たい。 

 続いて、６月の交通事故の傾向については、１月と並んで飲酒運転事故が多

い月となっている。６月はボーナス月でもあるため、そのような関係性もある

かもしれない。また、梅雨の時期となり、雨の日が多くなるため、晴れの日を

狙って多くの人が外出し、通行量が増える傾向にある。外出される際はその点

に注意していただきたい。 

先ほど会長から話があったように、ドライバーは安全運転の意識を、歩行者

もドライバーが自らに気が付いていないかもしれないという意識を持っていた

だくことが大切で、交通安全教室でも伝えている。 

コロナ禍から徐々に元の生活に戻りつつある中で、交通の流れや物流も戻り

つつあるため、交通事故を１件でも減らすため、皆さまの御協力をお願いする。 

 

 ２ 愛知県警察本部長感謝状について 

  事務局による資料説明。 

【 委員 】 

 先ほどハンドアップの話がでていたが、小学生が横断歩道の手前で渡るのか

渡らないのか、交差点の中ではっきりしないことが多く、高齢者は困っている。 



高齢者は視力の低下により認識も遅くなり、見落としてしまう高齢者もおり、

高齢者に分かりやすくするため、交差点には子どもが横断するための横断旗を

設置して欲しい。 

  

【 事務局 】 

 児童への交通安全対策は、交通安全教室を通して、確実に横断意思が伝わる

ようにハンドアップする啓発に御理解いただきたい。 

 

（閉会） 


